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第 157号 

発行 令和７年４月 24日 

編集 佐倉河地区振興会 

水沢佐倉河字西沖ノ目 4－1 

（電話・FAX 23－3361） 

【ホームページ】 

http://userrs.catv-mic.ne.jp/~200-01/ 

広 
 
 

報 

１ 広報瑞穂第 157 号 

転出・退職者 転入・新任者 

◎佐倉河小学校 

校 長 波多野 誠 北上市立黒沢尻東小学校へ 校 長 杉田 哲朗 沿岸南部教育事務所より 

副校長 小村 正人   盛岡市立土淵小中学校へ 副校長 及川 公子 雫石町立御明神小学校より 

教 諭 三好 浩史  退職 教 諭 森  芽生 奥州市立水沢南小学校より 

教 諭 菊池 恵子  大槌町立吉里吉里小学校へ 教 諭 岩渕 勇樹 奥州市立前沢小学校より 

教 諭 高橋 卓也  奥州市立常盤小学校へ 教 諭 熊谷 優奈 二戸市立金田一小学校より 

講 師 鈴木 信次  奥州市立衣川小学校 講 師 小野寺一行 奥州市立江刺ひがし小学校より 

◎佐倉河放課後児童クラブ 

転出・退職者なし 補助員 佐藤八千代 羽田放課後児童クラブクラブ 

◎奥州市埋蔵文化財調査センター 

副所長兼管理係長 佐藤 優子 奥州市総合体育館へ 副所長兼管理係長 後藤  学 奥州市総合体育館より 

◎佐倉河地区センター   

地域活動員 佐藤 晃代 退職 地域活動員 及川 文明 新採用 

 

 

 

佐
倉
河
地
区
振
興
会
（
千
葉
正
文
会
長
）

は
４
月
５
日
佐
倉
河
地
区
セ
ン
タ
ー
講
堂
を

会
場
に
、
地
区
民
約
60
名
の
参
加
で
佐
倉
河

地
区
職
員
歓
送
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
異
動
職
員
は
17
名
。
転
出
・
退

職
さ
れ
た
方
８
名
、
転
入
・
新
任
の
方
９
名

で
す
。 

 

朝
倉
義
勝
行
政
区
長
連
絡
協
議
会
会
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
を
合
図
に
飲
み
物
を
つ
ぎ
合

い
な
が
ら
、
着
任
さ
れ
た
方
と
「
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
言
葉

を
交
わ
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 
な
お
、
異
動
さ
れ
た
職
員
の
方
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐倉河地区職員歓送迎会 出会いと別れの春 

出
席
さ
れ
た
転
入
・
新
任
の
方
々 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報瑞穂第 157 号  ２ 

３
月
16
日
佐
倉
河
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
健
康
ス
ポ
ー

ツ
部
会
主
催
、
佐
倉
河
地
区
振
興
会
・
総

合
型
佐
倉
河
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
共
催
の

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
教
室
を
参
加
者
18
名

で
行
い
ま
し
た
。 

 

「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
」
は
一
種
の
陣 

取
り
ゲ
ー
ム
。
微
妙
な
駆
け
引
き
や
戦

術
が
あ
る
た
め
、
和
や
か
な
中
に
も
、
つ

い
つ
い
勝
負
に
熱
が
入
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。 

優
勝
者
は
、
総
合
得
点
１
２
１
点
の

児
玉
𠀋
夫
さ
ん
（
松
堂
）
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会 ディスクの行方は…？ 

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
を
楽
し
む 

３
月
23
日
佐
倉
河
地
区
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
子
ど
も
会
・
育
成
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
今
回
は
「
ま
い
ぶ
ん
出
前
体
験

隊
」
の
お
守
り
づ
く
り
を
体
験
。
講

師
は
、
奥
州
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
専
門
学
芸
員
の
大
堀
秀
人

さ
ん
と
、
解
説
員
の
小
原
龍
也
さ
ん

の
２
名
で
す
。 

最
初
に
、
大
堀
さ
ん
か
ら
お
守
り

の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
神

様
・
仏
様
の
お
札
な
ど
を
袋
に
入
れ

て
身
に
着
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
今
か
ら
千
年
ほ
ど
前
の
平
安
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子ども会・育成会合同研修会 思いを込めて「お守り」を作りました 

な
る
ほ
ど
！
お
守
り
は
こ
う
や
っ
て
作
る 

の
か
… 

代
か
ら
で
、
当
時
は
、
首
か
ら
掛
け

る
懸
守(

か
け
ま
も
り)
だ
っ
た
そ

う
で
す 

講
話
の
あ
と
、
１
年
生
か
ら
５

年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お

守
り
作
り
の
テ
キ
ス
ト
や
説
明
を

聞
き
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
細
か

な
作
業
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
無

事
お
守
り
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

学
年
を
超
え
て
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
お
守
り
作
り
体
験
に

な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

素
敵
な
お
守
り
が
で
き
ま
し
た 

佐倉河地区防犯協会が感謝状を受賞 

 ４月４日水沢南地区センターにおいて行われた春の

地域安全運動出動式の席上で、「令和６年度安心安全鍵

かけモデル地区」に指定されていた佐倉河地区防犯協

会（千葉正文会長）に、奥州警察署田中洋二署長から

感謝状が贈られました。 

感
謝
状
を
受
賞
し
た
佐
倉
河

地
区
防
犯
協
会
の
千
葉
会
長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【佐倉河地区館長協議会】 

行政区 氏 名 役 職 

栃の木 千田喜久雄（再）  

上 幅 渡邉 節郎（新）  

一本木 小野寺講悦（再）  

八 幡 菊地 哲男（再）  

谷 地 及川 栄悦（再）  

佐 野 蜂谷  保（新）  

十文字 及川 堅一（再）  

松 堂 髙橋 慶吉（再）  

宮 田 佐藤 清美（再） 会 長 

仙 人 松本 健治（再） 副会長 

【佐倉河地区行政区長連絡協議会】 

行政区 氏 名 役 職 

栃の木 千田 晴郎（新）  

上 幅 髙橋 安司（再） 副会長 

一本木 小野寺壽和（再）  

八 幡 菊地 幸吉（再）  

谷 地 本明 正利（再）  

佐 野 朝倉 義勝（再） 会 長 

十文字 菅原 智吉（再）  

松 堂 菅原  格（新）  

宮 田 千葉 英宏（新）  

仙 人 岩渕  進（再）  

【佐倉河地区老人クラブ連絡協議会】 

役 職 氏 名 行政区 

会 長 高橋 福治（再） 八 幡 

副会長 石川 幸雄（再） 栃の木 

副会長 伊藤 一裕（新） 仙 人 

【水沢地域福祉推進協議会佐倉河支部】 

役 職 氏 名 行政区 

支 部 長 千葉 正文（新） 八 幡 

副支部長 朝倉 義勝（再） 佐 野 

副支部長 石川富士子（再） 栃の木 

【佐倉河地区食生活改善推進員協議会】 

役 職 氏 名 行政区 

会 長 伊藤 正子（再） 松 堂 

副会長 須藤 敬子（新） 宮 田 

副会長 髙橋 牧子（新） 一本木 

行政区長、館長、各種団体役員の改選がありました 

３ 広報瑞穂第 157 号  

佐倉河地区センターからのお知らせ 

新地域活動員のご紹介 【令和７年度佐倉河地区センターの体制】 

  センター長 菅原 和康 

   担 当：総括 

  事 務 長 千田 洋二 

   担 当：振興会、施設管理 

  地域活動員 本明 幸恵 

   担 当：地域福祉、生涯学習 

  地域活動員 今野 善基 

   担 当：高齢者、体育・スポーツ、防犯 

生涯学習 

  地域活動員 及川 文明 

   担 当：子ども会育成会、生涯学習 

「新年度より地区センター地域活動員

として勤務している及川文明です。地域

の交流を大切にし、温かい地域づくりに

努めていきたいと思います。」 

 

 

 

 

 

及
川
文
明
さ
ん
（
宮
田
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 ５月の行事予定 

佐倉河地区の世帯と人口 （令和７年３月 31日現在） 

【
編
集
後
記
】 

広報瑞穂第 157号 ４ 

 

     ４ 

行政区 世帯数 男 女 合 計 前月比 

栃の木 100 133 148 281 △1 

上 幅 101 125 111 236 △1 

一本木 149 196 195 391  3 

八 幡 156 190 194 384 3 

谷 地 158 192 204 396 △8 

佐 野 108 117 149 266 2 

十文字 154 179 183 362 2 

松 堂 531 530 556 1,086 △5 

宮 田 389 477 517 994 △11 

仙 人 259 244 274 518 2 

合 計 2,105 2,383 2,531 4,914 △14 

 

日（曜日） 行  事  内  容 

７日（水） 瑞穂大学運営会議 14：00～ シニアスポーツ運営会議 15:00～（地区センター） 

8日（木） 定例民生児童委員協議会（地区センター）13：30～ 

9日（金） 第１回佐倉河地区寺子屋実行委員会（地区センター）19：00～ 

17日（土） 狂犬病予防注射（地区センター駐輪場）9：00～9：40 

22日（木） 定例区長会（地区センター）16：00～ 

25日（日） 佐倉河地区振興会総会（地区センター）14：00～ 

27日（火） 佐倉河地区振興会三役会議（地区センター）14：00～ 

   

 

 

体
よ
り
少
し
大
き
め
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
小
学
１
年
生
が
元
気
に
登
下
校

す
る
様
子
を
目
に
す
る
と
、「
新
年
度
が
始

ま
っ
た
な
」
と
感
じ
ま
す
。 

 

地
区
セ
ン
タ
ー
も
新
し
い
職
員
を
迎

え
、
令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

個
人
的
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
現
職
員

の
中
で
最
古
参
な
上
に
女
性
は
自
分
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
色
々
と
不
安
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が…

為
せ
ば
成
る
！
新
体
制

の
佐
倉
河
地
区
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
本
明
） 

避難訓練と消火訓練を行いました 

 ３月 25日佐倉河地区センターで利用者の皆

さんと、令和６年度２回目の避難訓練と消火

訓練を行いました。 

 春は空気が乾燥して火災が多い時期です。

家庭や職場で「火の用心」を心がけましょう！ 

国際ヨガ協会サークルの皆さんと消火訓練 

 

春の交通安全指導が行われる 

交通安全協会佐倉河分会は４月 14 日、佐倉河地区内３

か所で春の交通安全指導を行いました 

 

新１年生に防犯ブザーを贈呈 

佐倉河小学校の新 1年生 36名に、佐倉河地区防犯協会

から防犯ブザーが贈られました 
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